
 

 

 

 

 

 

 

IF プラン（研究仮説） 
IF１：「教えて考えさせる授業」が学校に定着すれば，より多くの児童生徒が基礎基本を確実に習得できるであろう。 

IF２：学力・学習力のアセスメントを活用すれば，学習改善，授業改善を効果的に行うことができるであろう。 

IF３：学習法指導を学校や地域で行えば，家庭学習の習慣やスキルを身に付けることができるであろう。 

IF４：授業外の学習支援機能が充実すれば，個に応じた，補充や発展の学習ができるであろう。 

IF５：学校と地域の連携した教育プログラムを充実させれば，社会人との関わりを通して，夢や目標を持つことができるであろう。 

IF６：「授業外ポイント制度」が導入されれば，地域教育への参加が促進され，人間力の向上が促進されるであろう。 

 

研究全体構造図 
 

          

                                    

                                              

 

                                             

 

                                             

                                             

                                                

                                                 

                                                 

                                               

 

                                             

                                              

                                                  

                                                     

                                                     

                                                        

               

  

 

                                                    

                                                      

                                                     

  

 

                                                         

  

 

                                                                                                                                                                                        

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校               

家 庭    地 域 

学力・人間力の向上 

「うるおいといきおいのある大高っ子」 

いきいきポイントラリー IF6 

・いきいきパスポート 

・高梁川流域パスポート 

・パワフルキッズ 

 

夢や目標 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト 

IF２ 

めざす子ども像 

「進んで考えを深める子ども」 

低：進んで学び，できた喜びを感じる。 

中：意欲をもって学び，考えを深める。 

高：主体的に学び，課題を追究する。 

学習（習得）サイクル 
復習 IF３・４ 

・家庭学習の手引き 

・チャレンジウィーク 

・学びの定期便 

・学習サポート 

 

 

   

予習 IF１・３ 

・予習の手引き 

・パワーアップカード 

 

 

   授業 IF１・２・３ 

○「教えて考えさせる授業」 

・説明 

 「めあて」 

 「大切」 

・理解確認 

 「たしかめ」 

・理解深化 

 「チャレンジ」 

・自己評価 

 「ふりかえり」 

 

○特色のある学習 

・総合的な学習 

・学校行事 

・児童会活動  

・学級活動 

  

大
高
お
う
え
ん
隊 

高 お う え ん 隊 

【体系的な指導】 
「学びのコツ」 
・くらべたりつなげたりして考える 

・絵や図を使って考える。 

・分からないことや間違いのもとを

はっきりさせる。 

・言葉にして確かめる。 

 

「ふりかえり」 
・理解状況の把握 

・変容の気付き 

・学習の発展 

 

コミュニケーション 
めざす子ども像 

「うるおいとやさしさのある子ども」 

低：やさしい気持ちで仲良くする。 

中：友達の気持ちを考えて，励まし合う。 

高：相手のよさを認め，互いに高め合う。 

 

サポート DAY IF５ 

・体験的な活動 

・地域交流 

・学生ボランティア 

 

＜家庭学習の手引き ＩＦ３＞ 

＜チャレンジウィーク ＩＦ３＞ 

＜放課後学習サポート ＩＦ４＞ 

＜あいさつ運動 ＩＦ５＞ 

＜サポートＤＡＹ ＩＦ５・６＞ 

＜学びのコツキャラクター・マナビカリ＞ 

＜学力調査分析研修 ＩＦ２＞ 

＜教えて考えさせる授業 ＩＦ１＞ 

＜総合的な学習 ＩＦ５＞ ＜いきいきパスポート・高梁川流域パスポート・パワフルキッズ ＩＦ６＞ 

家庭・学校・地域が協働して「うるおいといきおいのある大高っ子」を育てる学校の創造 

－「教えて考えさせる授業」の実践と学校支援ボランティアの活用－ 

＜いきいきポイントラリー ＩＦ６＞ 



 

「教えて考えさせる授業」とは 

「教えて考えさせる授業」とは，東京大学大学院教授の市川伸一先生が 2001 年に提唱した，基礎基本の定着・深化・活用を促す「習得型」授業設計のことである。 

受容学習と問題解決学習を統合し，「説明」「理解確認」「理解深化」「自己評価」の４段階からなる。「教えて考えさせる授業」がめざすのは，全ての子どもに「わか

る授業」「充実感を感じられる授業」である。全国各地で実践が行われており，岡山県では学力・人間力育成推進会議によるＩＦプランと併せて取り組みが広がって

いる。 

 

 

「教えて考えさせる授業」の基本的な展開 

 

 

 

      

 

 

 

           

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校支援ボランティア「大高おうえん隊」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予習（家庭学習） 

 説明『めあて』『大切』 

理解確認『たしかめ』 

理解深化『チャレンジ』 

教
え
る 

考
え
さ
せ
る 

自己評価『ふりかえり』 

友達に説明 自分ができたら、自然に
隣の友達，そして，後ろ
の友達と，学びの輪が広
がっていきます。

あちこちに吹き出しで書き込み！
自分の考えをノートに残す。

友達に説明
起立してペアで説明。
→終わったら座る。

全体の場で一人が説明し，

それに合わせて一人が板書
する。

立場を決めて話し合う。

ネームカードで考えを示すこと
で，誰がどのように考えている
か一目瞭然です。

チャレンジ問題の工夫

図を活用して考える
問題。

教科書の問題をアレ
ンジして提示。

板書 学習のまとめがしやすい
ようにまとめられた板書。

視覚化

ＩＣＴを活用し，歴史的
背景を端的に語ります。

教師は役者に！

表情豊かに！子どもをのせて！
授業はリズムとテンポが大切！

実演する

実際につくる。

早く出来た人が、友達に
教えに行く。

授業の最初は分からなかった
ことが，友達との学びの中で
少しずつ分かっていく。まさ
に，脳内のアクティブラーニ
ングです。

話は友達の方を向いて聞く。

計算の足跡を残しています。

地域連携による学校支援事業

大高おうえん隊

「無理をせず，できる支援を，できるところか
ら，できる範囲で」を合言葉に活動

･学習活動支援

･校内環境整備支援

･登下校安全確保支援

・子どもの体験活動支援

地域コーディネーター ５名
登録者数 １６２名

IF ５

花壇・学級園の世話
IF ５

読み聞かせ
IF ５

家庭科実習支援
IF ５ IF ５

夏休みサポートＤＡＹ

手芸
かわいらしい小物を作ろう！

～マスク＆シュシュ～

音楽
和太鼓の音を楽しもう

秋のサポートDAY（収穫祭）
IF ５

火起こしをして焼き芋
を焼こう！

自然素材を使った工作

冬のサポートDAY
IF ５

七輪体験

昔遊びに挑戦！

職人さんによる
日本のお面のお話

IF ４

学習サポート

計算の神様

放課後の補習

未習の基本事項を教師から共通

に教える。 

子ども同士の説明活動や教え合

いを通じて理解の確認を図る。 

発展的課題の共同解決で理解を

深める。 

自己評価として「分かったこと」

「分からなかったこと」などを書

く。 


